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ＸＶ イオンの移動と拡散

【イオンの移動】

［抵抗率と導電率］

ｌ
（１５･１）Ｒ ＝ ρ （ρ ： 抵抗率［Ω ｍ］）Ａ

１ ｌ -1
＝ （κ ： 導電率［Ｓ ｍ ］） （１５･２）κ Ａ

［モル伝導率（molar conductivity）］

κ 2 -1 （１５･３）Λ ＝ （Λ ： ［Ｓ ｍ mol ］）ｃ

［無限希釈モル伝導率］

∞ 1/2Λ ＝ Λ － ｋ ｃ （１５･４）

［イオン独立移動の法則（law of independent migration of ions）］

∞Λ ＝ λ ＋ λ （１５･５）＋ －

λ ，λ ：陽イオン，陰イオンのモルイオン伝導率＋ －

∞ 2 -1［問１５･１］ それぞれの塩の水溶液の無限希釈モル伝導率 Λ ／Ｓ ｃｍ mol （２５ ℃）を以下に

示す。 イオン独立移動の法則を確かめよ。

ＬｉＣｌ：１１５.０ ＮａＣｌ：１２６.５ ＫＣｌ：１４９.９

ＬｉＮＯ ：１１０.１ ＮａＮＯ ：１２１.６ ＫＮＯ ：１４５.０３ ３ ３

ＬｉＯＨ：２３６.９ ＮａＯＨ：２４８.４ ＫＯＨ：２７１.８

［輸率］

λ＋ λ－
（１５･６）ｔ ＝ ｔ ＝＋ －

Λ∞ Λ∞

［移動度］

λ＋ λ－
（１５･７）ｕ ＝ ｕ ＝＋ －Ｆ Ｆ

［移動速度］

ｖ ＝ ｕ Ｅ ｖ ＝ ｕ Ｅ （１５･８）＋ ＋ － －

-1Ｅ ： 電場［Ｖ ｍ ］
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［問１５･２］２５ ℃ での無限希釈溶液において，

∞ 2 -1（ａ）それぞれの塩の無限希釈モル伝導率 Λ ／Ｓ ｃｍ mol は，

ＡｇＮＯ ：１３３.４， ＫＢｒ：１５１.６， ＬｉＣｌ：１１５.０３

で，その塩の陽イオンの輸率 ｔ は，＋

ＡｇＮＯ ：０.４６４３， ＫＢｒ：０.４８４９， ＬｉＣｌ：０.３３６４３

である。 以下のイオンのモルイオン伝導率を求めよ。

＋ ＋ ＋ － － －Ａｇ ， Ｋ ， Ｌｉ ， ＮＯ ， Ｂｒ ， Ｃｌ３
∞ 2 -1（ｂ）ＨＣｌの Λ ／Ｓ ｃｍ mol は ４２６.２ ，ＫＯＨ のその値は ２７１.８ である。

つぎのイオンのモルイオン伝導率を求めよ。

＋ －Ｈ ， ＯＨ

-1（ｃ）電場の強さが １.０ Ｖ ｃｍ のとき，それぞれのイオンの移動速度を求めよ。

【イオンの拡散】

［イオンの拡散係数］

｜ｚ ｜＋｜ｚ ｜ λ λ ｄ ln ｙＲＴ ＋ － ＋ － ±
（１５･９）Ｄ ＝ （１＋ ）

２ ｜ｚ ｜｜ｚ ｜ λ ＋ λ ｄ ln ｃＦ ＋ － ＋ －

Ｎｅｒｎｓｔ－Ｈａｒｔｌｅｙ’ｓ ｅｑｕａｔｉｏｎ

ｚ ： 陽イオンの電荷数 ， ｚ ： 陰イオンの電荷数＋ －

ｙ ： 容量モル濃度単位でのイオン平均活量係数±

［無限希釈溶液での拡散係数］

｜ｚ ｜＋｜ｚ ｜ λ λＲＴ ＋ － ＋ －
（１５･１０）Ｄ ＝

２ ｜ｚ ｜｜ｚ ｜ λ ＋ λＦ ＋ － ＋ －

2 -1［問１５･３］それぞれのイオンのモルイオン伝導率 λ／Ｓ ｃｍ mol は，

１＋ ２＋Ｎａ ：５０.１ Ｍｇ ：５３.１
２

１－ ２＋Ｃｌ ：７６.４ ＳＯ ：８０.０４２

である。 無限希釈溶液での拡散係数の式を使って，つぎの塩の拡散係数を求めよ。

5 2 -1（参考： 実測値 Ｄ×１０ ／ｃｍ ｓ をカッコ内に示す）

ＮａＣｌ（１.６１２）， Ｎａ ＳＯ （１.２３０），２ ４

ＭｇＣｌ （１.２５１）， ＭｇＳＯ （０.８４９）２ ４

-5 2 -1［問１５･４］ （ＮＨ ） ＳＯ の拡散係数は １.５２７×１０ ｃｍ ｓ であり，４ ２ ４
１ ２＋ 2 -1 ＋ＳＯ のモルイオン伝導率 λ／Ｓ ｃｍ mol は ８０.０ である。 ＮＨ４ ４２

のモルイオン伝導率を求めよ。


